



















































































































































































 1897 年に制定された GBO（土地登記法）は、登記を実施する方法をかなり大まかに規
制するものであり、その詳細は各ラントに委ねられていた。そしてそのラントごとの規定
はかなり異なるものであった。そこで 1935 年に、GBO を改正する法律が制定された。そ
の際に選択の対象となったものとして、プロイセンのシステムとバイエルンのシステムが
あったが、最終的にはプロイセン式のシステムが採用されることに決定され、そのシステ
























































































































































































































































































































・ 赤松秀岳「仮登記制度とドイツ民法典編纂（一～三・完）  ―帝国司法庁
（Reichsjustizamt）の役割に着目して―」民商 119・４＝５・166、119・６・28、120・
１・92（1999） 
・ 浅井清信『物権法論』（法律文化社、昭 34） 
・ 安達三季生「一七七条の第三者」柚木馨・谷口知平・加藤一郎編『判例演習・物権法』
（有斐閣、昭 38）51 頁以下 
・ 吾妻光俊「意思表示による物権変動の効力」東京商大法研２・245（昭８） 




・ 同「物権契約に関する学説史的考察」福岡 20・４・283（昭 51） 
・ 生熊長幸「仮登記について ―物権・債権という概念との関係において―」法学 36・
３・１（昭 47） 
・ 幾代通『不動産登記法の研究』（一粒社、昭 48） 





（有斐閣、昭 59）137 頁以下 




・ 石川清「ドイツ不動産物権と登記」THINK 97・７（2000） 
・ 同「ドイツ不動産物権と登記Ⅱ」THINK 99・169（2001） 
・ 同「ドイツ土地登記法 30 講（１）～（17）」登研 650・157、651・45、653・123、
654・163、655・73、660・163、663・77、664・25、667・95、670・123、676・
73、681・67、684・83、694・85、695・37、697・91、699・97（平 14～18） 






・ 同「売買における所有権の移転時期について ―その二、ゲルマン法―」阪法 22・34
（昭 32） 
・ 同「引渡主義について ―物権行為理解のために―」民商 39・１＝２＝３・183（昭
34） 
・ 同「所有権移転と対抗要件」法時 43・11・81（昭 46） 
・ 同「対抗問題から公信力へ」追手門７・１・７以下（昭 47） 
・ 同「不動産所有権移転の時期をめぐる論争について ―鈴木教授の反論を中心に」吉川
大二郎・谷口知平・山木戸克己編『末川博先生追悼論集・法と権利（１）』（有斐閣、
昭 53）172 頁以下 















・ 石本雅男「二重売買に民法九〇条の適用された事例」民商 45・５・157（昭 37） 
・ 磯村保「二重売買と債権侵害（一～三） ―「自由競争」論の神話―」神戸 35・２・
385、36・１・25、36・２・289（1985～1986） 
・ 伊藤眞「不動産競売における消除主義・引受主義の問題 ―プロイセン法の発展を中心
として― （１）～（３）」法協 88・４・１、89・９・59、90・３・79（昭 46～48） 
・ 伊藤道保「改正不動産登記法の比較法的考察」法時 32・７・68（昭 35） 
・ 揖斐潔「登記システムのコンピュータ化の現状」自由 41・１・53（1990） 




・ 梅謙次郎『民法要義・巻之二・物権編』（明法堂、明 29） 
・ 同「再ビ民一七七ノ「第三者」ノ意義ニ就テ」志林 64・１（明 37） 
 15
・ 同「民法第 177 条ノ適用範囲ヲ論ス」志林９・４・40（明 40） 
・ 同「不動産登記ノ制ヲ論ズ」法協 25・４・475、25・５・639、25・７・953、26・５・
312、26・６・414、26・７・478、27・４・523、27・７・1050（明 40～42） 
・ 海老原明夫「一九世紀ドイツ普通法学の物権移転理論」法協 106・１・１（1989） 
・ 大木雅夫『比較法講義』（東京大学出版会、1992） 
・ 同「世界におけるわが国の民法 ―日本民法典の系譜」法教 181・29（1995） 
・ 太田知行『当事者間における所有権の移転 ―分析哲学的方法による研究の試み』（勁
草書房、1963） 
・ 岡松参太郎『注釈民法理由物権編』（有斐閣、明 30） 




・ 同「「対抗スルコトヲ得ス」の意義」志林 25・11（大 12） 
・ 小野秀誠「ドイツにおける登記簿のコンピューター化〔上〕・〔下〕」国際商事法務 27・
10・1150、27・11・1297（1999） 
・ 於保不二雄「公示なき物権の本質」論叢 58・３・13 以下（昭 27） 
・ 同『物権法（上）』（有斐閣、昭 41） 
・ 於保不二雄著・高木多喜男補訂『現代外国法典叢書（３）・独逸民法（Ⅲ）・物権法（復
刻版）』（有斐閣、昭 30） 
・ 「オンライン登記申請制度研究会最終報告書」登研 665・76（平 15） 
・ 加賀山茂「対抗不能の一般理論について ―対抗要件の一般理論のために―」判タ
618・６（1986） 
・ 香川保一「登記制度の将来 ―今後の重要課題―」登研 100・83（昭 31） 
・ 勝本正晃『物権法概説・上巻』（厳松堂、昭 13） 








昭 59）67 頁以下 







・ 同「不動産物権変動 1」法教 109・59（1989） 
・ 同『民法ノート物権法①［第２版］』（日本評論社、2001） 
・ 川井健「担保法上の問題」ジュリ 804・93（1983） 
・ 同『不動産物権変動の公示と公信』（日本評論社、1990） 
・ 川島武宜『民法Ⅰ』（有斐閣、昭 35） 
・ 同『川島武宜著作集・第七巻』（岩波書店、1981） 
・ 同『新版・所有権法の理論』（岩波書店、1987） 





渡辺助教授の意見に対して―」金法 235・１（昭 35） 
・ 倉重八千代「ドイツにおける土地債務の利用急増の原因についての一考察 ―抵当権制
度と土地債務制度の比較から―」ソシオサイエンス（早稲田大学）７・213（2001） 
・ Köbler 著・田山輝明監訳『ドイツ法史』（成文堂、1999） 














・ 同「対抗要件主義に関するボワソナード理論」法研 64・12・195（1991） 
・ 同「「法源」としてのボワソナード民法典・物権変動を素材として」法時 70・９・36
（1998） 
・ 同「日本における登記制度と公証制度（の機能不全）」法研 72・12・245（1999） 
・ 篠塚昭次「物権の二重譲渡」法セ 113・44（1965） 
・ 同「対抗力の問題の原点（一）」登研 270・１（昭 45） 
・ 同『論争民法学１』（成文堂、昭 45） 
・ 同『民法セミナーⅡ・物権法』（敬文堂、昭 45） 




・ 篠塚昭次「不動産登記における公信力説の形成と展開（三・完）」登研 274・１（昭 45） 
・ 同「不動産所有権移転の時期について ―鈴木禄弥教授の批判に答える」民研 232・９
（昭 51） 
・ 同「物権の変動と不動産登記 ―その動的側面と静的側面―」法務省法務総合研究所編





動産登記制度の歴史と展望［不動産登記法公布 100 周年記念］』（有斐閣、昭 61）99
頁以下 
・ 新谷正夫「登記制度の変遷」登研 100・19（昭 31） 
・ 末川博「特定物の売買における所有権移転の時期」民商２・４・549（昭 10） 
・ 同『物権法』（日本評論社、昭 12） 
・ 末弘厳太郎『物権法・上巻』（有斐閣、大 10） 
・ 杉之原舜一「登記簿と台帳の一元化について」民商 43・１・３（昭 35） 
・ 同『不動産登記法（新版第二版）』（一粒社、1972 年） 
・ 鈴木禄弥「ドイツおよびスイス」法時 24・３・21（昭 27） 
・ 同「ドイツ抵当権法と資本主義の発達」法時 28・11・12（昭 31） 






代的物権制度の展開と構成』（成文堂、昭 44）151 頁以下 
・ 同「ドイツ抵当法の発達について ―「従属性から独立性へ」の図式を中心として―」
早比７・２・121（1972） 






・ 滝沢聿代「仮登記の効力 ―フランス法からの考察― （一・二・完）」成城３・27、４・
37（1979） 
・ 同「物権変動の時期」星野英一編集代表『民法講座・第２巻・物権（１）』（有斐閣、
昭 59）31 頁以下 
・ 同『物権変動の理論』（有斐閣、昭 62） 
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・ 同「物権変動論のその後の展開（一・二・完）」成城 50・１、52・175（1995～1996） 
・ 田口勉「明治後期および大正期における物権変動論 ―公信の原則の位置づけ、影響を
中心に―」関東学園 10・１・125（2000） 











・ 同訳「ドイツ土地登記法」民月 53・10・60（平 10） 
・ 同『物権法［第二版］』（弘文堂、平 16） 
・ 月岡利男「不動産物権変動と対抗問題」沖大論叢 13・１・51（昭 48） 
・ 同「ドイツ民法成立期における登記主義と公信主義」松山商大論集 29・４・153（昭
53） 






・ 富井政章「我国法に於ける物権的意思表示」法協 24・１・20（明 39） 
・ 同『民法原論・第二巻・物権上〔訂正五版〕』（有斐閣、大３） 





（有斐閣、昭 61）241 頁以下 
・ 中村巽「登記事務のコンピュータ化」時の法令 1342・５（1988） 
・ 中村宗雄「訴訟法学の立場からみた実体法学の学問的方法とその構造とに対する疑義」

























弘司・小山貞夫『法と権力の史的考察』（創文社、昭 52）109 頁以下 
・ 原島重義「「無因性」確立の意義について ―「無因性」概念の研究 その二―」法政
24・１・71（昭 32） 
・ 同「不特定物の売買における目的物の所有権移転時期」法政 28・３・275（1962） 
・ 同「債権契約と物権契約」契約法大系刊行委員会編『契約法大系Ⅱ（贈与・売買）』（有
斐閣、昭 37）102 頁以下 
・ 同「登記の対抗力に関する判例研究序説」法政 30・３・17（昭 38） 
・ 同「不動産登記に公信力を賦与すべきか」ジュリ 300・132（1964） 
・ 同「「対抗問題」の位置づけ ―「第三者の範囲」と「変動原因の範囲」との関連の側
面から―」法政 33・３＝４＝５＝６・43（昭 42） 
・ 半田正夫「不動産の二重譲渡への一つのアプローチ」北法 16・４・38（昭 41） 
・ 同『不動産取引法の研究』（勁草書房、1980） 
・ 同「不動産登記と公信力」星野英一編集代表『民法講座・第２巻・物権（１）』（有斐
閣、昭 59）197 頁以下 
・ 半田吉信「背信的悪意者排除論の再検討」ジュリ 813・81（昭 59） 
・ 広瀬稔「無因性理論についての一考察 ―ドイツ普通法学における所有権譲渡理論を中
心として―」論叢 77・２・44（1965） 

























・ 同「不動産登記制度の研究について」法時 24・３・３以下（昭 27） 






・ 法務大臣官房司法法制調査部監修『日本近代立法資料叢書 26』（商亊法務研究会、1986） 
・ 星野明一「コンピュータと登記」ジュリ 1117・110（1997） 
・ 星野英一『民法論集・第２巻』（有斐閣、昭 45） 
・ 同『民法概論Ⅱ・物権・担保物権』（良書普及会、昭 51） 
・ 同「日本民法の不動産物権変動制度 ―母法フランス法と対比しつつ」国民と司法書士
９（1980） 
・ 同『民法論集・第６巻』（有斐閣、昭 61） 
・ 槇悌次「ドイツにおける抵当債券制度の発展（一） ―抵当取引の組織化と担保の集
団化―」法学 17・４・441（1953） 
・ 同『不動産法』（有斐閣、昭 39） 
・ 同『担保物権法』（有斐閣、1981） 
・ 牧英正・藤原明久編『日本法制史』（青林書院、1993） 


















・ 満州帝国協和会地籍整理局分会発行『ヘーデマン土地法要綱』（厳松堂書店、昭 13） 
・ 水本浩「不動産物権変動における利益衡量」星野英一編集代表『私法学の新たな展開』
（有斐閣、昭 50）269 頁以下 
・ ミッタイス著・世良晃志郎・広中俊雄訳『ドイツ私法概説』（創文社、昭 36） 
・ ミッタイス＝リーベリッヒ著・世良晃志郎訳『ドイツ法制史概説』（創文社、1971） 




・ 宮崎俊行「不動産物権二重譲渡の理論」法研 27・１・22（1954） 






・ 村瀬鋹一「登記事務のコンピュータ化で何が変わるか」法セ 434・20（1991） 
・ 山田晟「土地債務の抽象性について（一～三・完）」法協 53・１・42、53・２・89、
53・３・16（昭 10） 
・ 同『ドイツ物権法・上巻』（弘文堂書房、昭 19） 
・ 同「立法論として所有者土地債務をみとめるべきか」法協 97・９・１（1980） 
・ 同『ドイツ法概論Ⅰ［第３版］』（有斐閣、1985） 





・ 同「民法一七七条について」愛大 51＝52・１（昭 41） 










・ 柚木馨・高木多喜男編『新版 注釈民法（９）』（有斐閣、平 10） 








・ 吉野衛『注釈不動産登記法総論・新版・上』（金融財政事情研究会、昭 57） 
・ 吉原節夫「「特定物売買における所有権移転の時期」に関する戦後の判例について ―
民法 176 条の研究（１）―」富大経済論集６・３＝４・540（1961） 
・ 同「物権変動の時期に関する判例の再検討（一・二） ―民法一七六条の研究（２）―」
富大経済論集７・２・164、８・１・１（1961～1962） 
・ 同「特定物売買における所有権移転の時期」民商 48・６・827（1963） 
・ 同「所有権移転時期に関する最近の論争に寄せて」富大経済論集 27・３・654（1982） 
・ 好美清光「Jus ad rem とその発展的消滅 ―特定物債権の保護強化の一断面―」一法
３・179（1961） 
・ 同「不動産の二重処分における信義則違反等の効果」手形研究 57・８（1962） 
・ 竜崎喜助「西ドイツ司法補助官法の新動向 ―書記官兼務の裁判官は可能か、その問題
点を兼ねて―」判タ 297・44（昭 48） 
・ 我妻栄『物権法』（日本評論社、昭５） 
・ 同『近代法における債権の優越的地位』（有斐閣、昭 28） 









談会〉不動産登記の諸問題」法時 24・３・40（昭 27） 
・ 我妻栄他「不動産登記制度改正の問題点」私法９・45（1953） 
・ 渡辺洋三「登記簿と台帳の一元化問題」ジュリ 175・20（1959） 
・ 同「ふたたび登記簿と台帳の一元化問題について」ジュリ 198・34（1960） 
 
（ドイツ語文献） 
・ Achilles, Die Preußischen Gesetze über Grundeigenthum und Hypothekenrecht 
vom 5.5.1872. Einleitung und Kommentar in Anmerkungen, 2.Auflage, 1873 
・ Adams, Ökonomische Analyse der Sicherungsrechte, 1980 
・ Altenberg, Die Bedeutung der Auflassungsvormerkung im 
Zwangsversteigerungsverfahren, 1912 
・ Amann, Keine Vormerkung eigenständiger Übereignungspflichten des Erben oder 
des jeweiligen Eigentümers, DNotZ 1995, 252 
・ Assmann, Die Vormerkung, 1998 
・ Aubert, Beiträge zur Geschichte der deutschen Grundbücher, ZRG 1893, 1 
・ Baur, Die Durchsetzung einer gutgläubig erworbenen Auflassungsvormerkung, JZ 
1967, 437 
・ Baur/ Stürner, Sachenrecht, 17.Auflage, 1997 
・ Baumeister, Das Privatrecht der freien und Hansestadt Hamburg, 2 Bde., 1856 
・ Becher, Das rechtsrheinisch-bayerische Landescivilrecht und 
Landescivilprozeßrecht, 1896 
・ Bendix, Vorkauf und Wiederkauf als Gegenstand der Vormerkung, JW 1904, 602 
・ ders., Die Vormerkung des neuen Rechts, Gruchot 1905, 49, 510 
・ Beseler, Die gerichtliche Auflassung in dem mecklenburgischen Hypothekenrecht, 
ZfdR 1846, 10, 107 
・ ders., System des gemeinen deutschen Privatrechts, 1.Abt.:Allgemeiner Theil, 
3.Auflage, 1873 
・ Beyele, Deutsche Monatschrift zur Förderung der landesgeschichtlichen 
Forschung, Bd.XI, 1910 
・ ders., Die Anfänge des deutschen Schreinswesens, ZfRG 1931,51, 335 
・ Biermann, Widerspruch und Vormerkung nach deutschen Grundbuchrecht, 1901 
・ Blomeyer, Eigentümerpfandrecht und Grundpfandbestellungsrecht des 
Eigentümers, DRWiss, 1941, 110 und 218 
・ Böhringer, Die Geschichte des Grundbuchs im Wandel der Zeiten, BWNotZ 1986, 1 
・ Böhringer/ Böttcher/ Göttlinger/ Morvilius/ Nowak/ Wienhold, Grundbuchrecht, 
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Band 1, 8.völlig neu bearbeitete Auflage, 1997 
・ Bongartz, Die Wirkungen der Vormerkung zur Sicherung des Anspruchs auf 
Eintragung einer Hypothek, 1904 
・ Buchholz, Abstaraktionsprinzip und Immobiliarrecht, Zur Geschichte der 
Auflassung und der Grundschuld, 1978 
・ Buschmann, Automation im Grundbuchwesen, BLGBW 1972, 1 
・ Canaris, Bürgerliches Recht: Das parzellierte Grundstück, Jus 1969, 81 
・ ders., Die Verdinglichung obligatorischer Rechte, FS Flume, 1978, S.371 ff. 
・ Clemente, Die Sicherungsgrundschuld, 2.Auflage, 1991 
・ ders., Die Sicherungsabrede der Sicherungsgrundschuld, ZIP 1990, 969 
・ Coing, Europäisches Privatrecht, Bd.2, 1985 
・ Conrad, Deutsche Rechtsgeschichte, Band Ⅰ, 2.Auflage, 1962 
・ ders., Liegenschaftsübertragung und Grundbucheintragung in Köln während des 
Mittelalters, 1935 
・ Cosack, Lehrbuch des deutschen bürgerlichen Rechts, Band 2, 6.Auflage, 1913 
・ Crome, System des Deutschen Bürgerlichen Rechts, Erster Band, Einleitung und 
Allgemeiner Teil, 1900 
・ Dempewolf, Der Rückübertragunganspruch bei Sicherungsgrundschulden, 1958 
・ Dernburg, Das Preußische Hypothekenrecht, 1 Abt., 1877 
・ ders, Das Preußische Hypothekenrecht, 2 Abt., 1891 
・ ders., Preussisches Privatrecht, 1894 
・ Dernburg/ Hinrichs, Das Preußische Hypothekenrecht, Abt.1, 1877 
・ Deumer, Kann auf Grund ein und desselben Tatbestandes Vormerkung und 
Widerspruch eingetragen werden?, ZBlFG 1910, 381 
・ Diederichsen, Das Recht zum Besitz aus Schuldverhältnissen, 1965 
・ Dippold, Neuere Entwicklungen im Liegenschaftskataster, Recht Der 
Landwirtschaft, 2001, 53, 169 
・ Dollinger, Über Vorkaufsrecht bei Wiederkaufsrechten, WürttZ 1904, 46, 130 
・ Dulckeit, Die Verdinglichung obligatorischer Rechte, 1951 
・ Ebner, Die Vormerkung nach Deutschem Reichsrecht, 1914 
・ Eickmann, Aktuelle Fragen der Sicherungsgrundschuld, ZIP 1989,137 
・ ders., Die in der Zwangsversteigerung bestehenbleibende Grundschuld, FS Merz, 
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